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研究成果の概要（英文）：This study provided practical information on five issues of modern 
EFA: (i) number of common factors to extract, (ii) factor extraction method, (iii) factor 
rotation, (iv) standard errors of factor patterns and correlations, and (v) factor analysis of 
categorical data. And based on simulation studies using non-normal structural equation 
modeling, we presented the necessary sample sizes in order to detect significant path 
coefficients in full path models with two or three observed variables and those with three 
latent variables with two observed variables each. 
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3次以上の積率を用いた SEM（Bentler, 1983; 
Mooijaart, 1985; 豊田, 2007; Shimizu & 
Kano, 2008；nnSEM）は，従来の SEM が有す
るそうした問題を解決できる可能性を持っ
































また，パス係数が 0.4 の場合，200 名での成
功率が 90%を越えており，失敗は 0.5%である。
100名でも成功率は 78%である。したがって，



















































































































































































づけた（Cattell, 1943, 1963）。初期の Gf-Gc
理論において想定された知能因子はこの 2つ
であったが，Horn が Gf-Gc 理論を拡張した。









































合された理論が CHC 理論である。一般因子 g
の扱いについて統一した見解は得られてい
ないが，その下位に位置する主要な 10 の広









































（Morgan, Rothlisberg, McIntosh & Hunt, 
2009; Phelps, McGrew, Knopik & Ford, 2005; 
Sanders, McIntosh, Dunham, Rothlisberg & 





度合についても，性差（Camarata & Woodcock, 
2006; Keith, Reynolds, Patel & 
Ridley,2008），人種（Edwards & Oakland, 
2006; Murray, 2007），英才児／非英才児
（Rizza, McIntosh & McCunn, 2001），精神
遅滞児と健常児（Bergeron & Floyd, 2006），
検査者のバイアス（Fiorello, Thurman, 
Zavertnik, Sher & Coleman, 2009; van Noord 
& Prevatt, 2002）などについて検討されて







Floyd & Shaver, 2005）や，数学に関する下
位検査の成績と CHC理論の能力因子との関係






2008; Evans, Floyd, McGrew & Leforgee, 
2001; Floyd, Keith, Taub & McGrew, 2007; 
Gregg, Hoy, Flaherty, Norris, Coleman, 
Davis & Jordan, 2005），読解能力と知識の
効果が，課題文の内容（説明文／物語文）に
よって非対称であることを示したもの（Best, 
Floyd & McNamara, 2008; McNamara, Floyd, 















































































〔雑誌論文〕（計 7 件） 
① 服部 環 進路適性検査と職業適性検査 
指導と評価 査読無 2010, 56-12, 
40-43. 
② 服部 環 新しい指導要録「総合所見及び
指導上参考となる諸事項」 指導と評価 
査読無 2010, 56-8, 24-26. 
③ 三好一英・服部 環 海外における知能研
究とCHC理論 筑波大学心理学研究 査読
有 2010, 40, 1-7. 
④ 服部 環・三好一英 知能検査検査（集
団式）と知能理論 指導と評価 査読無 
2010, 56-5, 44-47. 
⑤ 服部 環 教育・心理検査とは 指導と
評価 査読無 2010, 56-4, 44-47. 
⑥ 服部 環 現代の探索的因子分析におけ
る技術的選択肢 筑波大学心理学研究, 
査読有 39, 2010, 11-24. 
⑦ 服部 環 3 次の積率構造を用いる構造
方程式モデリングによる因果分析 筑波
大学心理学研究 査読有 2009, 38, 2, 
21-34. 
 
〔学会発表〕（計 4 件） 
① 服部 環 独立成分分析と高次積率を用
いた単回帰分析 日本教育心理学第 52 回
総会 2010 年 8 月 29 日 早稲田大学 
② 服部 環 Causal analysis utilizing 
structural equation modeling based on 
third-order moment structures.  The 
27th International Congress of Applied 
Psychology, 2010 年 7 月 11 日～16 日, 
Melbourne, Australia. 
③ 服部 環 双方向因果モデルにおける検
出力－nnSEMによる分析－ 日本教育心理
学会第 51 回総会 2009 年 9 月 20 日 静
岡大学 
④ 服部 環 nnSEMを用いた潜在変数の因
果分析 日本心理学会第 73 回大会 2009
年 8 月 28 日 立命館大学 
 





② 服部 環 福村出版 心理・教育のため
のRによるデータ解析（単著） 2011, 435 
③ 服部 環（分担） 図書文化社 平成 22
年改訂新指導要録の解説と実務 中学校
生徒（分担執筆） 2010,157-168 
④ 服部 環（分担） 図書文化社 平成 22
年改訂新指導要録の解説と実務 小学校
児童（分担執筆） 2010,159-170 


















三好 一英（MIYOSHI KAZUHIDE） 
東京福祉大学・心理学部・講師（非常勤） 
